
1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・貨物管理番号　３５桁

2 処理結果コード
an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果を出力

3 貨物管理番号
an 35 C

4 指定情報コード
a 3 C

「ＤＭＧ」を出力

5 運送形態

an 1 C

貨物情報ＤＢに登録されている運送形態を出力
Ｂ：在来貨物
Ｃ：コンテナ貨物
Ｏ：その他

6
99

保税地域コード
an 5 M

保税地域コード 貨物情報ＤＢ事故情報に登録されている保税地域を出力

7

*

事故状況表示

an 3 M

貨物情報ＤＢ事故情報に登録されている事故状況表示を出力
１：差異個数貨物
２：保税運送承認期間経過貨物
３：事故貨物

（例１）出力する情報が一つの場合、対象の番号を左詰めで
出力
・差異個数貨物のみが対象の場合　「１００」

（例２）出力する情報が複数存在する場合
・差異個数貨物、事故貨物が対象の場合　「１３０」
・上記全てが対象の場合　「１２３」

8

*

事故確認状況表示

an 1 C

貨物情報ＤＢ事故情報に登録されている事故確認状況を出力
Ｚ：税関の事故確認が必要な場合
Ｃ：税関の事故確認がされている場合
Ｍ：税関の事故確認が不必要な場合

9
*

事故コード
an 5 5 C

事故コード 状況表示に「３」が設定されている場合に、貨物情報ＤＢ事
故情報に登録されている事故コードを出力

10
*

事故登録業務コード
an 5 M

貨物情報ＤＢ事故情報に登録されている事故登録業務コード
を出力

11
*

事故登録年月日
n 8 M

貨物情報ＤＢ事故情報に登録されている事故登録年月日を出
力

12
*

事故確認年月日
n 8 C

貨物情報ＤＢ事故情報に事故確認年月日が登録されている場
合に事故確認年月日を出力

13
*

事故届出者コード
an 5 C

利用者コード 貨物情報ＤＢ事故情報に事故届出者が登録されている場合に
事故届出者を出力

14
*

発送個数
n 8 C

状況表示に「１」が設定されている場合に、貨物情報ＤＢ事
故情報に登録されている発送個数を出力

15
*

到着個数
n 8 C

状況表示に「１」または「２」が設定されている場合に、貨
物情報ＤＢ事故情報に登録されている到着個数を出力

項番5～15は正常終了の場合に出力
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出力情報名(出力情報コード)

項番 欄 項目名
属
性

貨物情報照会情報（事故情報）（ＳＡＬ０４０）
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